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研究成果の概要（和文）： 

本研究課題では、インターネット大学や eラーニング環境における学習者の行動の特徴と
学習効果や学習成果とのかかわりを明らかにすることを目指し、学習履歴情報の分析を行
った。この結果、学習者間の相互作用について、さまざまなコミュニケーションツール間
で共通するネットワーク構造上の特徴の存在と、学習と関連する局面に特徴的なネットワ
ークの構造上の特徴について指摘出来た。 
研究成果の概要（英文）： 
In this research project, we have analyzed and investigated the learning record 
acquired from internet university and other learning support tools, to understand the 
relationship between characteristics of the behaviors of learners, and learning effect. 
As the result, we have pointed out the existence of structural characteristics of 
interaction between learners, some are common among varieties of communication 
tools, and some are specific to formal learning context. 
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１．研究開始当初の背景 
 

インターネットを利用した通信制の大学や
教育課程、いわゆる「インターネット大学」
では成人教育としての側面が強く、学習者各
人の経験や社会的役割、日常的な必要と関連
する形で自己主導的に学習が行われる。この
学習者像は eラーニングの様々な手段や特徴
と親和的である。 
 一方、通学制の大学においては、コース管

理システム（CMS）などの eラーニングシス
テムを媒介とし、問題解決型学習や協調学習
など、成人教育の特徴であった教育スタイル
が大きな役割を果たすようになってきてい
る。すなわち、e ラーニングを媒介にして通
学制の大学とインターネット大学において
同様の教育スタイルが取られるようになっ
て来ている。このような自己管理・自己主導
的な教育の通学制の大学への導入は、e ラー
ニングの利点とも相まって今後さらに増え
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るものと思われる。そのような試みが成功を
おさめるためには、成人学習者の特性がどの
ように学習効果に反映されるかを解明し、そ
れに基づいた教育方法の立案が不可欠であ
る。本研究は、インターネット大学の広汎な
履歴情報の分析を通じて、成人学習者の学習
行動の特徴と学習成果とのかかわりをデー
タに基づく形で実証的に明らかにし、これに
よって成人教育の手法が eラーニングを媒介
にして通学制の高等教育にも適切に活用で
きるようになることを目指して立案された。 
 

２．研究の目的 
 

本研究の目的は、成人学習者の学習行動の
特徴をデータ（エビデンス）に基づき解明す
ることである。そのために、インターネット
大学の eラーニングシステムのログおよび各
種サービスの履歴、個人情報などを用い、こ
れまでに行ってきた学習履歴情報の分析の
研究成果を応用して研究を進める。これによ
り、成人教育の可視化の方法論を確立し、同
時に成人教育の教育スタイルを若年者が中
心の大学教育（高等教育）に導入する際の論
理的な基盤を構築する。 
 

３．研究の方法 
 
本研究では、特に個々の学習者が持つ属性

や背景（人間関係や年齢・職業、社会経験等）
と学習における行動の関わりに注目する。学
習者の行動の特徴について、インターネット
大学や eラーニングシステム上の学生個人に
関する授業外の情報と授業における行動の
データを対比し関連づける形で、データマイ
ニングやテキストマイニング、社会ネットワ
ーク分析等の手法を用いて分析を行う 
 
４．研究成果 
 
研究計画当初には、どのようなデータの分

析から学習者の学習行動の特徴を指摘でき
るか、そして学習環境外のどの要因が学習成
果に影響するかを明らかにすることを目的
として、インターネット大学の授業における
ディスカッション機能の履歴（ログファイ
ル）を対象に分析を行った。この結果、対象
としたディスカッションデータにおいて学
習者の発言傾向と成績との間に関連性を見
出し、授業担当者の解釈を交えることにより、
学習者の経験が授業における発言傾向と学
習成績の双方に影響している様子をこの分
析によって捉えることが出来た。また、この
ようなデータの分析を行うためのツールに
ついて、分析手法やそのためのプログラムを
共有することを目的とした改善を提案した
（図１参照）。 

その後、成人学習者の特徴として指摘され
る自律性や能動性が、オンライン（e ラーニ
ング）の空間上でどのように学習行動および
学習効果と結びつくかを明らかにすること
を目標として研究を行った。特に、成人学習
者や eラーニングの学習者においては用意さ
れた教材よりも、既有の知識を基盤に他者を
情報源として学習する特性が指摘されてお
り、このため、学習者間のコミュニケーショ
ンに重点を置いた学習行動の分析が有用に
なると予想した。このような分析を行うため
に、複数の大学により共用で使われている
SNS（ソーシャルネットワーキングサービス）
の履歴データを分析対象として用いた。 
分析の結果、SNS が支援する複数のコミュ

ニケーションの形態のそれぞれについて、共
通するネットワーク構造上の特徴を指摘す
ることが出来た（図２参照）。また、個々の
コミュニケーションが授業等の公的（フォー
マル）な学習に関連する場合と関連しない場
合で、コミュニケーション手段の選択や学生
間の結びつきのネットワーク構造上の特徴
が異なることを確認した（図３，表１参照）。 

このことは、学習者の集団の内部でのコミ
ュニケーションがどの程度自発的で自然な

CMS-DB1

Moodle

table

VisP

table

Tracking Data

Moodle

Web App

DB conversion

module

Moodle DB

user

http

visualization

templates

data table 

for visualization

visualization

program

(in R)

access authority filter

VisP-R (Moodle block)

visualization

results

Images,

tables,

etc..

Execution of R

CMS-DB1

Moodle

table

VisP

table

Tracking Data

Moodle

Web App

DB conversion

module

Moodle DB

user

http

visualization

templates

data table 

for visualization

visualization

program

(in R)

access authority filter

VisP-R (Moodle block)

visualization

results

Images,

tables,

etc..

Execution of R

図図図図    1111    分析ツール改善の提案分析ツール改善の提案分析ツール改善の提案分析ツール改善の提案    

図図図図    2 2 2 2 学生の学生の学生の学生の SNSSNSSNSSNS上でのコミュニケーショ上でのコミュニケーショ上でのコミュニケーショ上でのコミュニケーショ

ンンンンの特徴（コミュニティツール）の特徴（コミュニティツール）の特徴（コミュニティツール）の特徴（コミュニティツール）    



 

 

ものか、それとも公的な学習空間の設定に規
定されたものであるのか、データを通じて相
対的に判断することが可能であることを示
唆しており、学習者の自発的なコミュニケー
ションによる学習を促す支援を考える上で
有用である。 
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